
Nikki Matsumoto Activity -2010 to the present 
ニッキー･マツモト 2010 年以降の主な活動を写真にて紹介 

 

 
2010 年 9 月 11 日 代々木公園 ロック・オブ・エイジア、スリランカ・フェスティバル出演 
 
2011 年 
東日本大震災が起きた 3 月 11 日はロック・オブ・エイジアのデビューCD が発売された日だった。その中の 1 曲

「OCEAN」は津波を予言していた・・。そこから始まった被災地支援。地震発生 4 日後の 3 月 15 日から被災地入

り、海外メディアの取材帯同と支援物資調達を行う。震災発生直後に福島～宮城～岩手をくまなく回った貴重な目

撃者となる。その後、1 年ほどのうちに 11 回東北に行き、ボランティア活動を続けた。 

 
3 月 15 日 宮城県仙台港 



 
3 月 17 日 宮城県南三陸町(上下とも) 

 

2011 年 3 月.15 日～3 月 19 日、宮城県仙台市、多賀城市、気仙沼市、南三陸町、岩手県陸前高田市、大船渡市など、

イギリスのカメラマンに同行と支援物資調達。3 月 21 日～3 月 25 日、福島県いわき市、宮城県仙台市、南三陸町、

岩手県陸前高田市、大船渡市など、支援物資調達とミュージックビデオ撮影。 
 
驚いたのは米軍の姿がどこにもなかったこと。最初に同行したカメラマンは米軍にコネがあり、米軍の被災地での

活動を取材をするために来日したのだ。ところがついに最後まで米軍の姿を発見できなかった。被災直後のこの時

期、米軍が海洋沖で待機して、救助活動をしていなかった事を知っている人は少ない。 



 
3 月 18 日 岩手県大船渡市 
大船渡には米軍の空母「ロナルド・レーガン」が停泊しているはずだった。やっと大船渡に辿り着いたが、どこを

探しても米軍の姿はなかった。あれほど被災地をくまなく廻ったと言うのに。｢トモダチ作戦｣が開始されたのは 2
週間以上、経ってからの事なのである。 
下は陸前高田市。UKISAR とはイギリス国際救助隊のこと。11 年 3 月 16 日の日付が確認できる。イギリスの部隊

は来ていたけど日本に常駐している米軍の姿は一人さえ、見つけることが出来なかった。 

 



 

 

3 月 22 日 岩手県陸前高田市 
避難所に物資を届ける。東京の商店でもペットボトルの水は売り切れていた。表通りの自販機も同様だったが、人

があまり通らない場所の自販機を廻るとまだ購入でき、大量の飲料水を被災地に届けることが出来た。東京のスー

パーではカイロの購入数に制限もかけていた。東京の 3 月は十分、暖かい。東北では電気もなく、寒さに凍えてい

る人たちがいるというのに。 



 
3 月 22 日 岩手県大船渡市 
 
6 月は 2 週間に渡り、岩手県遠野市にある「遠野まごころネット」にボランティアとして参加。瓦礫撤去等を行なう。

ここには当時、100 人以上のボランティアが寝泊りしていた。遠野まごころネットとの関わりも深く、その後、東京

でも様々な形で遠野まごころネットを支援し続けた。 

 
7 月 10 日 3 月に支援物資を届けた大船渡を再度訪れ、老人ホームと避難所でコンサートを開く。 



 
6 月頃、トルコ政府が災害救助隊を被災地に派遣するという知らせが届く。私は彼らを全面的にコーディネートする

事になり、救助隊隊長のウムットとスカイプで打ち合わせを重ねた。そして彼らは 8 月に来日する。



 

8 月 30 日～9 月 1 日 3 日間に渡って被災地の保育園、幼稚園、小学校を訪問し、トルコの子供たちが書いた絵を

届けた。自家用車のバンを使い、彼らを連れて運転し、子供たちを励ます。トルコから表彰状もいただいた。 

 

9 月 11 日 東京都代々木公園 
震災発生から半年後、岩手県陸前高田市に住む若手アーティスト、まっとを東京に招き、スリランカ大使館主催の

「スリランカ・フェスティバル」に出演してもらう。 



2012 年 

 
11 月 Rock Of Asia 中東ツアー。エジプト、イスラエル、パレスティナを回る。各地で大歓迎を受け、新聞等、メ

ディアにも多く紹介された。 



 

11 月 7 日、エジプトの首都カイロにある日本大使館にてコンサート。シリアのウード奏者らと共演も果たした。 

 
翌日の新聞「Daily News」にインタビュー付きで掲載。 



  
11 月 8 日 カイロ・カルチャーホイール        11 月 9 日 カイロ・オペラハウス 

 
11 月 11 日付 「Egyptian Gazette」紙掲載。 
 
中東には十代の頃から強い関心を持っている。2011 年、リビアのカダフィ、エジプトのムバラクらが失脚し、アラ

ブの春という大きなうねりが起こった。その時、中東ツアーの計画を始めたのである。駐エジプト大使館、オペラ

ハウス、カルチャーホイール、Japan Egypt Network、ハイファ大学、ヘブライ大学、ベツレヘムのキリスト生誕

教会前、ジェリコ、ラマラ・ヴァリューズにて演奏。どこに行っても大歓迎を受け、ツアーは大成功だったが、パ

レスティナ入りした次の日からガザ爆撃が始まってしまった。我々が滞在していた西岸地区は爆撃を受けなかった

が、夜には肉眼で砲弾が見え、市街地から煙が立ち込めるのが見えた。またしても私の書いた曲「THE SON」で書

いた事が当たってしまったのである。 
 
その後、エジプトは再び政情不安定になり、シリアでは内戦が激化している。 



 
11 月 15 日 パレスティナ首相官邸にてファイヤード首相と面会。 

 
パレスティナ、ジェリコにて。演奏後、護衛の兵士と記念写真。この数日前、イスラエルのガザ爆撃が始まってお

り、兵士たちの表情は厳しいものだった。 
 



2013 年 

 
11 月 13 日 パレスティナ・ラマラカルチュラル・パレスにて演奏。高谷秀司氏との SOE、初の海外ライブ。

 
大統領官邸に招かれ、パレスティナ自治政府アッバス議長と面会。 



 

12 月、沖縄を訪問。米軍基地を回り、基地建設反対運動を展開している活動家と出会う。21 日に県庁前で演奏、琉

球新報に掲載。 
 
主な活動 
音楽：Rock Of Asia 過去 2 枚のCDを発表。2010 年アメリカツアー、2012 年中東ツアー。ギタリスト高谷秀司と

2013 年 9 月にSOE (Season Of Equality)を結成。 
ボランティア：被災地には 11 回、足を運びボランティア活動を行なっている。難民としての権利を剥奪されたソマ

リア人救済、冤罪で逮捕されたナイジェリア人の釈放等も単独で行なう。 
NGO：「アフリカ野球友の会」結成時からのメンバー。アムネスティ・インターナショナルにも参加。  
活動家：中東、アフリカ支援に力を入れている。パレスティナ大使と 10 年以上、家族ぐるみの付き合いがあること

もあり、特にパレスティナ問題に深く関わっている。沖縄の米軍基地問題にも取り組んでいる。 
ビジネス：ITコンサルタントとして世界各国の大使館、航空会社等との取引がある。 
スポーツ：アメリカ時代に団野村氏と一緒に仕事をしていた関係で当時、江夏豊がメジャーに挑戦したのを間近で

見る。そして将来、日本人がアメリカで認められるには野球選手の活躍が鍵となる、と予測する。帰国してからMLB
に野球の世界大会を実施するよう呼びかけ、世界中から賛同者を得る。そして誕生したのがワールド・ベースボー

ル・クラシックである。思った通り日本は野球に於いてアメリカで地位を確立し、日本人が見直された。 
ホームレス：2002 年にはホームレスを経験。そこからたった一人で資金ゼロの絶望から抜け出した。 


